
編集委員となり１年半が経ちま

した．初めて企画提案した小特集

記事が今年の９月号に掲載され，嬉しく思っています．記

事の企画を作り上げていくことが編集委員のメインの仕事

の１つとなりますが，掲載の約１年前から企画作業をス

タートし，様々な分野で活躍されている編集委員や著者の

皆様にコメント・ご意見をいただきながら構成をまとめ上

げていくプロセスには，大変やりがいを感じています．

プラズマ・核融合学会は事務局が名古屋にあり，大学の

学部卒業までを名古屋で過ごした私にとっては何となく親

近感があります．当時，名古屋大学理学部で学部３年生対

象のプラズマ物理学の授業を受けたことが，プラズマ研究

の道に進むきっかけとなりました．他にも色々な授業を受

けましたが，先生方はどなたも研究分野や物理学そのもの

の魅力を伝えたいという思いにあふれ，とてもチャーミン

グでした．私もそんな研究者になりたいと思っています．

私の研究者としてのもう１つの目標は，イルカと友達に

なることです．私は昔からイルカが好きで，子どもの頃の

夢はイルカの調教士になることでした．ある日，水族館に

遊びに行ったとき，水族館職員の方にその夢を伝えてみる

と，「調教士も良いけれど，大学に行くつもりなら獣医な

どイルカという生物と深く付き合う職業をめざしてみてほ

しい」と言われ，その考え方に大変影響を受けました．そ

の後物理の方面に進みましたが，今は“波”を真に理解する

ことでイルカと友達になることが夢です．真摯に助言をく

れた水族館の職員さんに感謝しています．名古屋港水族館

は，巨大水槽でイルカやシャチがダイナミックに泳ぎ回

る，イルカ好きにはたまらない水族館です．名古屋にお越

しの際はぜひ訪れてみてください．

最後に，今年は新型コロナウイルス感染拡大の影響で学

会や研究会の現地開催が軒並み中止となり，オンライン会

議が続いています．この状況に置かれて改めて，人と直接

会って話をすることの不思議なかけがえのなさを実感して

います．皆様とまた学会等でお会いできる日を心待ちにし

ております． （岩田夏弥）
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